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この試験はコンピューターで採点しますので，答案用紙に記入する際には，記入方

法を間違えないように特に注意してください。以下に答案用紙記入上の注意事項を記

しますから，よく読んでください。

⑴　答案用紙には氏名，受験番号を記入することになりますが，受験番号はそのまま

コンピューターで読み取りますので，受験番号の各桁の下の欄に示す該当数字を

マークしてください。

⑵　記入例

受験番号　1700198765

氏　　名　日本太郎

このような場合には，次のように記入してください。

氏　名

受 験 番 号
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⑶　試験は，多肢選択方式の五者択一式で，解答は， 1問につき 1個だけ選んでくだ

さい。したがって， 1問につき 2個以上選択した場合には，その問いについては零

点になります。

⑷　答案の採点は，コンピューターを利用して行いますから，解答の作成に当たって

は，次の点に注意してください。

①　解答は，次の例にならって，答案用紙の所定の欄に記入してください。

（記入例）

問　次のうち，日本の首都はどれか。

⑴　京　都　　⑵　名古屋　　⑶　大　阪　　⑷　東　京　　⑸　福　岡

答案用紙には，下記のように正解と思う欄の枠内を HB又は Bの鉛筆でマー

クしてください。

〔１〕	 〔２〕	 〔３〕	 〔４〕	 〔５〕
②　マークする場合，〔 〕の枠いっぱいに，はみ出さないように〔 〕のようにして
ください。

③　記入を訂正する場合には「良質の消しゴム」でよく消してください。

④　答案用紙は，折り曲げたり汚したりしないでください。

以上の記入方法の指示に従わない場合には採点されませんので，特に注意してくだ

さい。



4

問 1 　各種燃料の発熱量（気体燃料はMJ/m3N，液体燃料はMJ/L，固体燃料はMJ/kg） 

の大小関係として，誤っているものはどれか。

⑴　エタン　　　　　2　水素　　　2　メタン

⑵　プロパン　　　　2　エタン　　2　メタン

⑶　Ｃ重油　　　　　2　軽油　　　2　ガソリン

⑷　Ａ重油　　　　　2　灯油　　　2　ナフサ

⑸　オイルコークス　2　コークス　2　石炭（一般炭）

問 2　JIS における液体燃料に関する記述として，誤っているものはどれか。

⑴　ガソリンの密度は，軽油のそれより小さい。

⑵　自動車用ガソリンの 2号は，オクタン価が 90 程度である。

⑶　灯油は用途によって 2種類に分けられている。

⑷　軽油の硫黄分は 0.0010 質量％以下とされている。

⑸　軽油は動粘度によって， 5種類に分類されている。

問 3　ある気体燃料を完全燃焼させたとき，乾き燃焼排ガスの組成がN2 90 .93 ％，

CO2 5 .04 ％，O2 4 .03 ％となった。空気比はいくらか。

⑴　1.16 ⑵　1.20 ⑶　1.24 ⑷　1.28 ⑸　1.32
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問 4 　炭素 85 ％，水素 15 ％の組成の軽油とプロパンを混焼する装置がある。軽油を

10 kg/h，プロパンを 50 m3N/h の流量で供給し，空気比 1.2 で完全燃焼させたとき，

湿り燃焼排ガスの流量（m3N/h）はおよそいくらか。

⑴　1375 ⑵　1450 ⑶　1525 ⑷　1600 ⑸　1675

問 5 　気体燃料の燃焼とその燃焼装置に関する記述として，誤っているものはどれか。

⑴　予混合気には，燃料と空気の混合割合によって燃焼し得る限界がある。

⑵　拡散燃焼の乱流域では，噴出速度の増加にほぼ比例して火炎は短くなる。

⑶　拡散燃焼の層流域では，噴出速度の増加にほぼ比例して火炎は長くなる。

⑷　完全予混合形装置では，燃料ガスと燃焼用空気の全量をあらかじめ混合した

後，燃焼させる。

⑸　拡散燃焼形装置では，燃料ガスと燃焼用空気とを燃焼室内で逐次混合させな

がら燃焼する。

問 6　油バーナーに関する記述として，誤っているものはどれか。

⑴　油圧式バーナーには，戻り油形と非戻り油形がある。

⑵　回転式バーナーでは，噴霧の角度は 35 ～ 80 °程度である。

⑶　高圧気流式バーナーは，燃焼騒音が大きい。

⑷　高圧気流式バーナーでは，火炎は短炎になる。

⑸　低圧空気式バーナーの噴霧媒体である空気の圧力は，数 kPa（大気圧との差

圧）程度である。
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問 7 　高温腐食に関する記述中，下線を付した箇所のうち，誤っているものはどれか。

重油中に含まれるバナジウム，ナトリウムなどの金属化合物が，過熱器，再熱

器などの高温伝熱面に主に気相析出する。伝熱面の表面は，その母材金属の酸化

被膜で覆われて酸化の進行を防いでいるが，この上に付着した金属化合物が融剤

となって腐食が進行する。

問 8　下図に示す排煙脱硫プロセスのうち，ア～エに該当する語句の組合せとして，

正しいものはどれか。

煙突へ
ガス‒ガスヒーター

硫酸

pH調整槽
空気 遠心分離機

水
シックナー

排水処理へ

排水処理へ

吸収剤調整槽

石灰石
水酸化
カルシウム

デミスター

イ

排ガス

ア

ウ

エ

ア イ ウ エ

⑴ 冷却除じん塔 吸収塔 酸化塔 石こう

⑵ 吸収塔 酸化塔 冷却除じん塔 石こう

⑶ 酸化塔 吸収塔 冷却除じん塔 石こう

⑷ 吸収塔 酸化塔 冷却除じん塔 硫安

⑸ 冷却除じん塔 吸収塔 酸化塔 硫安

⑴ ⑵ ⑶

⑷

⑸
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問 9 　排煙脱硫法の一つである水酸化マグネシウムスラリー吸収法に関する記述中，

下線を付した箇所のうち，誤っているものはどれか。

吸収剤は弱アルカリ性で，毒性，腐食性もほとんどなく，石灰石よりも安価で

ある。生成するマグネシウム塩は溶解度が大きいので，スケーリングの心配がな

い。

問10　窒素酸化物の生成機構に関する記述として，誤っているものはどれか。

⑴　Zeldovich 機構は，サーマルNOxの生成機構の一つである。

⑵　プロンプトNOxは，サーマルNOx生成にみられる現象である。

⑶　水素の燃焼において，プロンプトNOxが生成する。

⑷　石炭燃焼の火炎中には，シアン化合物が存在する。

⑸　燃料中の窒素のNOへの変換率は，50 ％を超えることは少ない。

問11　アンモニア（NH3）接触還元法に関する記述として，誤っているものはどれか。

⑴　主に用いられている触媒は酸化チタンを担体とし，酸化バナジウムを活性金

属とするものである。

⑵　ハニカム触媒の圧力損失は，ペレット触媒のそれより大きい。

⑶　排ガス中のNOと注入したNH3が 1：1のモル比で反応する。

⑷　NOxは 250 ～ 450 ℃の温度で還元される。

⑸　還元剤として，尿素を利用したシステムも一部実用化されている。

⑴ ⑵ ⑶

⑷ ⑸
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問12　JIS による燃料ガス及び天然ガスの特殊成分分析法において，分析成分と分析

方法の組合せとして，誤っているものはどれか。

（分析成分） （分析方法）

⑴ 硫化水素 イオンクロマトグラフ法

⑵ 全硫黄 過塩素酸バリウム沈殿滴定法

⑶ アンモニア 中和滴定法

⑷ ナフタレン ガスクロマトグラフ法

⑸ 水分 吸収ひょう量法

問13　JIS による排ガス試料採取方法に関する記述として，誤っているものはどれか。

⑴　試料ガスの採取位置は，ダクトの屈曲部分を避ける。

⑵　試料ガスの採取位置は，断面形状が急激に変化する部分を避ける。

⑶　ガス濃度の変動が採取位置断面において!25 ％以下の場合には，断面内の

任意の 1点を採取点としてよい。

⑷　採取口は，ダクト内の排ガスの流れに対して，ほぼ直角に採取管が挿入でき

る角度とする。

⑸　採取管は化学分析用では，25 A（内径 27 .6 mm）程度の太さの管を使用する。
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問14　JIS による排ガス中の二酸化硫黄連続分析法の紫外線吸収分析計に関する記述

中，ア～エの の中に挿入すべき語句の組合せとして，正しいものはどれ

か。

図に示すように，紫外線領域には， ア ：SO2， イ ：NO，

ウ ：NO2の吸収スペクトルがあり，波長 エ nmの吸収量の変化

を測定することで，排ガス中の SO2の濃度を連続的に求めることができる。

波長（nm）

吸
光
度

200 300 400

C
C

A

B
B

ア イ ウ エ

⑴ Ａ Ｃ Ｂ 215 ～ 226

⑵ Ｂ Ａ Ｃ 215 ～ 226

⑶ Ｂ Ｃ Ａ 330 ～ 400

⑷ Ｃ Ａ Ｂ 280 ～ 320

⑸ Ｃ Ｂ Ａ 280 ～ 320
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問15　JIS による排ガス中の窒素酸化物の化学分析方法に関する記述中，ア～ウの

の中に挿入すべき語句の組合せとして，正しいものはどれか。

試料ガス中のNOxを ア で酸化し，吸収液に吸収させて イ と

する。亜鉛粉末で還元した後， ウ 及びナフチルエチレンジアミン二塩酸

塩溶液を加えて発色させ，吸光度（545 nm）を測定する。

ア イ ウ

⑴ オゾン 硝酸イオン スルファニル酸

⑵ 酸素 亜硝酸イオン スルファニル酸

⑶ オゾン 亜硝酸イオン スルファニルアミド

⑷ 酸素 硝酸イオン スルファニルアミド

⑸ オゾン 硝酸イオン スルファニルアミド




